
     

平成 27 年 10 月 30 日  議会全員協議会  市長表明  

 

 

空中給油機ＫＣ－ 130 の鹿屋基地への訓練移転につきましては、先の

９月定例会において、「沖縄の基地負担軽減の一翼を担っている」とし

た 上 で 「 国 民 の 生 命 ・ 財 産 ・ 領 土 ・ 領 空 ・ 領 海 を 守 る 目 的 の 訓 練 移 転

に 賛 同 す る 」 と し た 決 議 が 採 択 さ れ た こ と を 重 く 受 け 止 め な け れ ば な

らないと考えております。  
 
ま た 、 訓 練 移 転 に 関 し て 、 市 議 会 や 住 民 説 明 会 等 で 出 さ れ た 意 見 ・

質問に対する防衛省からの回答を 10 月 26 日にいただいたところです。

回 答 に つ い て は 、 米 側 と の 関 係 や 予 算 等 の 課 題 が あ り 、 な か な か 踏 み

込 ん だ 回 答 を 頂 け な い 部 分 も あ り ま し た が 、 一 定 の 評 価 が で き る も の

と考えております。  
 
私といたしましては、市民の皆様、特に基地周辺の市民の皆様には、

日 頃 か ら 鹿 屋 基 地 の 航 空 機 騒 音 を 御 負 担 い た だ い て い る 中 で 、 騒 音 の

負 担 増 大 に つ な が る こ と か ら 、 慎 重 な 判 断 が 求 め ら れ て き た と こ ろ で

すが、  
①  鹿屋市議会における訓練移転に賛同する決議の採択  
②  防 衛 省 か ら 示 さ れ た 訓 練 移 転 の 内 容 及 び 本 市 か ら の 訓 練 内 容 に

対する質問・要望に関する防衛省の回答  
③  「再編実施のための日米ロードマップ」において示された、在日

米軍部隊の移駐先や訓練移転先等とされた全国 42 の市町村のうち、

そのほとんどが既に訓練等の受入れを表明するなど、全国で沖縄の

負担を軽減する取組が進められていること  
 

を 勘 案 す る と 、 苦 渋 の 決 断 で は あ り ま す が 、 今 回 の 訓 練 移 転 に つ い

てはやむを得ないものと考えるに至ったところです。  
 

このことについては、今後「鹿屋市基地関係連絡協議会」「住民説明

会 」 で 防 衛 省 か ら の 回 答 等 を 説 明 し 、 そ の 後 、 防 衛 省 か ら 回 答 い た だ

い た 騒 音 対 策 、 安 全 対 策 、 地 域 振 興 等 に つ い て 国 が 責 任 を 持 っ て 確 実

に 履 行 さ れ る よ う 、 直 接 、 防 衛 大 臣 に 強 く 申 し 入 れ て 確 認 す る と と も

に、別途、書面として協定を締結したいと考えております。  
 
市 議 会 の 議 員 各 位 の 更 な る 御 理 解 と 御 協 力 を 賜 り ま す よ う よ ろ し く

お願いいたします。  

 


